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実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
市
長
、
副
市
長
及
び
教

育
長
は
、
今
回
の
職
員
の
取
り
組

み
を
勘
案
し
、
既
に
実
施
し
て
い

る
特
例
減
額
か
ら
、
さ
ら
に
５
％

を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
疑

減
額
率
を
３
区
分
に
し
た

理
由
は
何
か
。

答

国
及
び
埼
玉
県
と
同
様
の
区

分
と
し
た
も
の
で
、
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
を
１
０
０
に
す
る
た
め
、

最
も
職
員
に
影
響
の
出
な
い
低
い

率
で
収
ま
る
区
分
と
し
た
。

質
疑

減
額
さ
れ
る
具
体
的
な
金

額
に
つ
い
て
。

答

月
額
平
均
で
は
、
１
級
及
び

２
級
の
職
員
が
７
７
４
２
円
、
３

級
の
職
員
が
２
万
４
４
９
円
、
４

級
の
職
員
が
２
万
３
５
６
７
円
、

５
級
の
職
員
が
２
万
６
４
３
７
円
、

６
級
の
職
員
が
２
万
８
０
２
２
円
、

７
級
の
職
員
が
３
万
９
１
４
８
円
、

８
級
の
職
員
が
４
万
９
８
１
円
で

あ
る
。
な
お
、
平
均
の
減
額
率
は

６
・
３
％
で
、
減
額
の
総
額
で
は

１
億
１
６
０
０
万
円
で
あ
る
。

○
平
成
25
年
度
行
田
市
公
共
下
水

道
遮
集
幹
線
管
渠
建
設
工
事
委
託

に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て
（
原
案

可
決
）

本
事
業
は
、
市
内
緑
町
・
向
町

地
内
に
お
い
て
、
下
水
道
合
流
改

善
対
策
事
業
（
延
長
６
０
４
ｍ
）

と
し
て
、
生
活
環
境
の
改
善
と
公

共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
下
水
道

事
業
団
と
建
設
工
事
委
託
に
関
す

る
協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
平
成
25
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
原
案
可
決
）

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
昨

年
度
末
の
耐
震
診
断
結
果
を
受
け
、

耐
震
改
修
が
必
要
と
な
っ
た
保
健

セ
ン
タ
ー
庁
舎
、
消
防
南
分
署
管

理
棟
及
び
車
庫
棟
、
北
河
原
小
学

校
屋
内
運
動
場
、
太
井
公
民
館
、

南
河
原
公
民
館
に
つ
い
て
実
施
設

計
の
た
め
の
経
費
を
そ
れ
ぞ
れ
計

上
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
を
賄
う
財
源
は
、

国
庫
支
出
金
及
び
前
年
度
繰
越
金

に
よ
り
措
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
定
例
会
最
終
日
の
６
月
27
日

に
、
正
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
選

挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
香
川
宏
行

議
員
（
新
政
策
研
究
会
・
３
期

目
）、
副
議
長
に
は
松
本
安
夫
議

員
（
黎
明
21
・
２
期
目
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
各
常
任
委
員
会

正
副
委
員
長
の
辞
任
に
伴
う
互
選

が
行
わ
れ
、
新
し
い
正
副
委
員
長

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
吉
田
　
幸
一

副
委
員
長
　
東

美
智
子

○
建
設
環
境
常
任
委
員
会

委
員
長
　
野
口
　
啓
造

副
委
員
長
　
高
橋
　
弘
行

○
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
二
本
柳
妃
佐
子

副
委
員
長
　
新
井
　
教
弘

監
査
委
員
の
選
任
に
関
す
る
議

案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
議
会

選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
、
新
井

孝
義
議
員
（
し
ん
り
ょ
く
会
・
３

期
目
）
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
に
２
名
の
欠

員
が
生
じ
た
た
め
、
次
の
２
名
を

議
会
推
薦
委
員
と
し
て
推
薦
し
ま

し
た
。

平
社
　
輝
男

野
口
　
啓
造

補正予算

議会人事

議
長
に
香
川
宏
行
議
員

副
議
長
は
松
本
安
夫
議
員

監
査
委
員
に
新
井
孝
義
議
員

農
業
委
員
会
委
員
に
2
名
推
薦

南河原公民館

副
議
長松

本
　
安
夫

就任のあいさつ

このたび、議員各位のご推挙を得まして、議

長・副議長の要職に就任いたしました。誠に身

に余る光栄でありますとともに、その職責の重

大さに身の引き締まる思いであります。

さて、本市を含め、地方自治体の財政は依然

として厳しい状況ではございますが、活力と魅

力にあふれ、安全で住みよいまちづくりを進め

ていくことが市民の皆様の一致した願いである

との認識に立ち、その負託にこたえるべく、市

議会といたしましても、全身全霊を傾け努力し

てまいる所存でございます。

今後とも、市民の皆様のご理解とご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

議
　
長香

川
　
宏
行

補
正
総
額

2
2
9
6
万
円
余
り


